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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
ネ
ギ
、
ま
？
―
―
黄
金
の
獣
（
笑
）
が
目
指
す
平
穏
人
生
譚
―
―

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
７
１
９
３
Ｙ

【
作
者
名
】

　
２
の
ぞ
ろ
目

【
あ
ら
す
じ
】

　
や
っ
た
こ
と
も
な
い
某
Ｐ
Ｃ
ゲ
ー
ム
と
途
中
か
ら
飽
き
た
某
マ
ン
ガ
で
ク
ロ

ス
Ｓ
Ｓ
を
や
っ
て
み
ま
し
た
（
＾
Ｏ
＾
）
／

ま
ぁ
タ
イ
ト
ル
で
分
か
る
人
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
ど
う
か
生
温
か
い
目
と

三
騎
士
並
の
強
烈
な
感
想
を
く
だ
さ
い
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歴
史
と
は
、
些
細
な
事
で
変
わ
る
モ
ノ
だ
。
「
も
し
～
だ
っ
た
ら
」
「
あ
の

時
～
し
た
ら
」
「
こ
の
時
～
や
っ
て
い
れ
ば
」
。
こ
の
物
語
は
２
次
元
好
き
な

の
に
若
く
し
て
戦
場
で
散
っ
た
若
者
の
２
度
目
の
不
可
思
議
な
人
生
で
あ
る
。

『
・
・
・
ネ
ギ
、
ま
？
―
―
と
あ
る
黄
金
の
獣
（
仮
）
が
目
指
す
平
穏
人
生
譚

―
―
』

始
ま
り
は
、
唐
突
に
訪
れ
た
。

「
（
な
ん
だ
、
コ
レ
・
・
・
？
）
」

　
目
を
開
い
て
見
れ
ば
豪
華
な
天
井
、
高
級
品
っ
ぽ
い
毛
布
・
・
・
そ
し
て
、

碌
に
動
か
せ
な
い
体
。

「
（
俺
は
・
・
・
確
か
、
戦
場
に
居
た
筈
だ
・
・
・
そ
れ
で
、
銃
で
―
―
―
ッ
）

あ
う
ぅ
ぅ
・
・
・
？
」

　
自
分
の
口
か
ら
変
な
声
が
漏
れ
た
。
ま
る
で
赤
子
の
様
な
・
・
・
っ
て
！
！

「
オ
、
オ
ギ
ャ
ァ
ァ
ァ
！
！
（
な
ん
じ
ゃ
こ
り
ゃ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
！
）
」

「
オ
ギ
ャ
ァ
ァ
！
オ
ギ
ャ
ァ
ァ
！
！
」

「
ギ
ャ
ァ
ッ
！
！
！
（
っ
て
！
隣
に
も
居
た
し
ッ
！
！
）
」

　
そ
の
子
に
釣
ら
れ
る
様
に
、
隣
で
同
じ
様
に
寝
か
さ
れ
て
い
た
子
が
泣
き
喚

く
。
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―
―
―
何
て
事
が
有
っ
た
の
が
十
数
年
前

「
は
ぁ
ぁ
ぁ
ッ
！
！
」

「
ふ
ッ
ッ
ッ
！
」

　
白
亜
の
城
壁
に
囲
ま
れ
た
中
庭
で
、
二
人
の
人
物
が
お
互
い
に
自
身
の
得
意

な
獲
物
を
持
っ
て
戦
っ
て
い
た
。

「
「
や
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
」
」

　
彼
ら
は
今
、
目
に
も
止
ま
ら
ぬ
速
さ
で
動
き
、
武
器
を
振
る
っ
て
い
た
。
彼

ら
は
別
に
武
術
の
達
人
と
言
う
訳
で
も
な
く
、
は
た
ま
た
改
造
人
間
と
言
う
訳

で
も
な
い
。
な
ら
何
故
高
速
で
動
い
て
い
る
か
と
言
う
と
―
―
―
魔
法
だ
。

　
此
処
は
魔
法
世
界
《
ム
ン
ド
ゥ
ス
・
マ
ギ
ク
ス
》
と
呼
ば
れ
る
世
界
。
そ
の

小
国
ウ
ェ
ス
ペ
ル
タ
テ
ィ
ア
の
王
都
オ
ス
テ
ィ
ア
の
城
の
中
で
あ
る
。

「
ふ
ッ
！
は
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
」

　
片
や
金
色
の
長
い
髪
を
靡
か
せ
、
細
剣
を
振
る
う
少
女
。

「
―
―
―
ふ
ッ
！
！
」

　
片
や
少
女
と
同
じ
金
色
の
長
髪
を
背
の
辺
り
で
縛
り
、
長
槍
を
振
り
回
す
青

年
。

「
・
・
・
・
・
・
」

「
・
・
・
・
・
・
よ
し
、
此
処
ま
で
に
し
よ
う
か
」

　
そ
の
言
葉
を
合
図
に
、
少
女
は
地
べ
た
に
座
り
込
み
。
少
年
は
近
く
の
ベ
ン

チ
に
置
い
て
あ
る
魔
法
瓶
を
取
っ
て
来
る
。

「
全
く
、
兄
様
の
槍
の
扱
い
に
は
驚
か
さ
れ
る
」

「
そ
う
か
？
私
と
し
て
も
ア
リ
カ
の
剣
戟
の
鋭
さ
に
は
驚
嘆
す
る
・
・
・
最
後

は
本
気
で
殺
そ
う
と
思
っ
て
た
ろ
？
」

「
・
・
・
・
・
・
・
・
・
（
フ
イ
　
」

　
図
星
だ
っ
た
の
か
少
女
―
―
ア
リ
カ
・
ア
ナ
ル
キ
ア
・
エ
ン
テ
オ
フ
ュ
シ
ア

が
顔
を
背
け
る
。
そ
の
行
為
が
青
年
―
―
ラ
イ
ン
ハ
ル
ト
・
ト
リ
ス
タ
ン
・
オ

イ
ゲ
ン
・
エ
ン
テ
オ
フ
ュ
シ
ア
の
頬
を
緩
ま
せ
る
。

「
フ
ッ
、
一
休
み
に
お
茶
な
ど
如
何
か
な
？
姫
？
」

我
が
君

「
・
・
・
頂
く
」

　
機
嫌
が
悪
く
な
っ
た
時
は
何
時
も
自
前
の
紅
茶
を
振
る
舞
い
、
ご
機
嫌
を
取
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る
の
が
お
約
束
だ
っ
た
。
美
味
し
く
入
れ
ら
れ
た
紅
茶
を
飲
む
そ
の
横
顔
は
、

何
時
も
は
魍
魎
跋
扈
す
る
政
治
家
達
の
相
手
を
す
る
妹
の
鉄
面
皮
が
剥
が
れ
、

年
相
応
の
顔
を
見
せ
る
。

「
兄
様
の
入
れ
る
紅
茶
は
・
・
・
温
か
い
な
」

「
何
時
か
ア
リ
カ
の
手
料
理
も
食
べ
て
み
た
い
も
の
だ
」

　
そ
の
一
言
で
顔
を
赤
く
さ
せ
、
何
と
か
話
し
を
逸
ら
そ
う
と
す
る
愛
お
し
い

妹
の
姿
を
見
れ
ば
。
自
分
も
安
ら
げ
る
事
が
幸
せ
だ
っ
た
。

―
―
―
そ
れ
が
数
年
前
の
出
来
事
。

「
―
―
―
―
―
夢
、
か
・
・
・
（
何
時
以
来
だ
？
優
し
く
、
温
か
い
夢
を
見
れ

た
の
は
）
」

　
服
は
擦
り
切
れ
ボ
ロ
布
な
り
、
体
は
傷
だ
ら
け
、
黄
金
の
鬣
の
様
な
長
髪
も

見
る
影
も
無
か
っ
た
・
・
・
だ
が
、
そ
の
身
に
存
在
す
る
存
在
感
だ
け
は
色
あ

せ
て
い
な
か
っ
た
。

「
（
ア
リ
カ
を
ナ
ギ
に
預
け
て
正
解
だ
っ
た
な
。
こ
ん
な
薄
汚
い
場
所
は
彼
女

に
は
似
合
わ
な
い
）
」

　
彼
女
の
事
だ
、
恐
ら
く
は
自
分
の
事
を
気
に
か
け
て
自
身
の
幸
せ
の
事
を
考

え
て
い
な
い
だ
ろ
う
。

「
（
だ
が
、
そ
れ
も
明
日
で
終
わ
る
）
」

　
明
日
に
は
自
分
の
処
刑
が
決
行
さ
れ
る
。
恐
ら
く
は
誰
も
助
け
に
は
来
な
い

だ
ろ
う
。
臣
下
も
、
家
族
も
、
盟
友
も
切
り
捨
て
た
。
自
国
の
民
も
他
国
の
民

も
、
腐
っ
た
爺
共
の
情
報
操
作
で
自
分
の
事
を
憎
み
、
恨
ん
で
い
る
事
だ
ろ
う

―
―
―
何
よ
り
も
。

「
（
元
よ
り
、
生
き
る
気
は
な
い
。
私
が
生
き
続
け
れ
ば
、
ア
リ
カ
は
ず
っ
と

私
を
救
い
だ
す
方
法
を
探
し
続
け
る
だ
ろ
う
。
私
が
死
ね
ば
彼
女
は
悲
し
む
事

だ
ろ
う
）
」
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だ
が
そ
れ
は
時
が
立
て
ば
自
ず
と
癒
え
る
。
何
よ
り
も
彼
女
が
惚
れ
た
男
が

傍
に
居
る
の
だ
・
・
・
・
・
・
唯
一
つ
、
此
処
残
り
が
有
る
と
す
れ
ば
。

「
（
―
―
―
ア
ス
ナ
）
」

　
二
人
目
の
妹
。
例
え
生
ま
れ
た
時
が
違
く
と
も
。
例
え
異
母
の
腹
か
ら
出
て

来
た
と
し
て
も
。

　
彼
女
の
、
二
人
目
の
妹
の
こ
れ
か
ら
を
見
る
事
が
出
来
な
い
の
は
残
念
だ
と

思
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
子
の
言
葉
を
贈
り
た
い
。

「
（
　
　
汝
　
　
の
　
　
生
　
　
に
　
　
幸
　
　
あ
　
　
れ
　
　
）
」

　
　
Ｉ
ｃ
ｈ
 

ｂ
ｉ
ｎ
 

Ｇ
ｌ
ｕ
ｃ
ｋ
 

ｄ
ｅ
ｒ
 

ｆ
ｕ
ｒ
 

Ｌ
ｅ
ｂ
ｅ
ｎ
 

ｖ
ｏ
ｎ
 

ｄ
ａ
ｓ
 

Ｓ
ｉ
ｅ

―
―
―
数
時
間
後
、
彼
は
ケ
ル
ベ
ラ
ス
渓
谷
へ
と
落
ち
て
逝
っ
た
。

『
―
―
―
で
は
、
次
な
る
喜
劇
の
幕
開
け
と
往
こ
う
か
』
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―
―
―
？
？
？

　
穏
や
か
な
風
が
肌
を
撫
で
る
。
暖
か
な
日
の
光
が
瞼
を
閉
じ
て
い
て
も
差
し

込
ん
で
く
る
。

「
（
・
・
・
・
・
・
ま
て
、
風
だ
と
？
）
」

　
驚
き
と
共
に
目
を
開
け
る
・
・
・
視
界
に
入
る
の
は
見
知
ら
ぬ
森
の
中
だ
っ

た
。

目
に
入
る
の
は
獣
の
群
れ
と
尖
っ
た
牙
の
剣
軍
で
は
な
く
、
木
々
の
葉
の
隙
間

か
ら
差
し
込
む
日
の
光
。
風
に
運
ば
れ
て
く
る
の
は
血
臭
と
獣
の
臭
い
で
は
無

く
、
木
と
土
と
草
花
の
匂
い
。
聞
こ
え
て
来
る
の
は
獣
の
咆
哮
と
唸
り
声
で
は

な
く
、
葉
が
擦
れ
る
音
―
―
―
コ
レ
を
一
言
で
表
す
な
ら
。

「
生
き
て
、
る
の
か
・
・
・
？
」

　
近
く
に
異
様
な
気
配
を
感
じ
、
視
線
を
向
け
れ
ば
。

「
聖
約
・
運
命
の
神
槍
・
・
・
何
処
ま
で
も
私
に
付
い
て
来
る
気
か
」

ロ
ン
ギ
ヌ
ス
・

テ
ス
タ
メ
ン
ト

　
手
を
伸
ば
そ
う
と
し
て
。
ふ
と
、
自
身
の
視
線
に
違
和
感
を
感
じ
・
・
・
更

な
る
驚
愕
が
襲
い
か
か
る
。

「
な
、
な
ん
じ
ゃ
こ
り
ゃ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
！
」

　
己
の
獲
物
を
取
ろ
う
と
し
た
手
は
・
・
・
・
・
・
人
の
手
で
は
無
い
己
の
手

だ
っ
た
。

―
―
―
関
節
は
存
在
す
る
が
、
丸
っ
こ
い
手

―
―
―
手
の
平
は
触
れ
ば
プ
ニ
プ
ニ
し
て
そ
う
な
柔
ら
か
い
肉

―
―
―
意
識
す
れ
ば
伸
び
る
爪

―
―
―
極
め
つ
け
は
金
色
の
毛
並
み

　
そ
れ
は
ま
さ
し
く
猫
だ
っ
た
。
そ
し
て
辿
り
着
く
一
つ
の
答
え
。

「
こ
れ
は
―
―
―
―
―
―
未
知
だ
…
ッ
！
」

　
今
、
黄
金
の
獣
殿
が
未
知
の
結
末
を
の
先
を
歩
み
始
め
―
―
―

ネ
コ
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「
ま
ず
は
食
い
物
だ
な
。
そ
の
後
は
住
処
だ
な
！
は
、
は
は
は
は
は
！
良
い
ぞ

！
気
分
が
良
い
！
今
、
正
に
（
政
治
と
政
務
と
王
族
の
責
務
的
な
モ
ノ
と
老
人

共
の
娯
楽
か
ら
）
解
放
さ
れ
た
ッ
！
！
」

―
―
―
る
と
は
思
え
な
い
。

　
う
ん
。
続
く
筈
無
い
ん
だ
。
ノ
リ
と
勢
い
で
書
い
て
み
た
だ
け
な
ん
だ
。
決

し
て
今
書
い
て
る
小
説
が
行
き
詰
っ
た
訳
で
は
無
い
の
だ
よ
？
ホ
ン
ト
ダ
ヨ
ー
？
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

ネギ、ま？――黄金の獣（笑）が目指す平穏人生譚――
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